
寺崎氏が薬学を目指したのは、病

気を治すのはくすりであり、それに

関係する仕事に就くことで世の中に

役立ちたいと考えたからだという。

その後、金沢大学に進

学、４年次に恩師・辻

氏の教室に配属された

時、辻氏の「学者は噺

家であるべし。聴く人

が面白いと思ってもら

えることを喋らなけれ

ばダメだ」との言葉に

感動。“予想外の言葉”

をきっかけに研究の世界へと引

き込まれた。その後、東大大学

院（花野学教授・製剤学）へ進

学、学位を取得後、再び辻氏の

下で助手となり、本格的に研究

者の道をたどることになった。

金沢大で助教授を務めた後、

92年に東大で杉山雄一教授研究

室の助教授、96年4月からは東

北大教授として現在に至ってい

る。

各大学を歴任する中、「うち

の学生は東北出身者が多いとい

うこともあるのか、真面目で寡

黙な学生が目につく。すごく光

るものを持っているが、積極的

にアピールしない、売り込まな

い気がする」との印象があった。

そこで「積極的に喋るようにプッシュしてい

ます」と恩師の教えを実践している。

とはいえ、まずは研究の中身が重要。「特

色ある研究を展開し、新領域の開拓を目指せ。

発想や着眼点のユニークさが重要なのは当然

だが、より重視したいのは研究を支える技術。

技術改良、新技術の開発は多大なエネルギー

と熱意、寛容さが要求される。しかし、努力

を惜しまずに取り組むべきである」という。

その研究姿勢を表す一つが、研究室の構成

メンバー。薬剤学・薬物動態学をルーツに置

くが「モットーとして、できるだけ専門分野

が違う人に来てもらう」という。教室の中で

「共同研究」が展開している。「学生さんには

守備範囲が広く大変ですね」と笑う。

また日常的に留学生らを受け入れ、逆に

「一生懸命成果を出したときには、外国の国

際学会で発表してもらう」と、世界基準の研

究が進められている。その中で、脳毛細血管

内皮細胞の働きを解明する研究に取り組んで

きた。独自に開発した「条件的不死化細胞株」

と「Brain Efflux Index法」を用い、特に脳

細胞から血管への排出輸送の仕組みを解明し

てきた。
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寺崎 哲也氏

「学者は噺家であるべし。聴く人に面白いと思ってもらえることを喋らなけれ

ばダメだ」という恩師・辻彰氏の言葉に強いインパクトを受け研究者の道に。出

身校の金沢大、東大を経て、現在東北大薬物送達学教授に就き、確立した「脂溶

性の機能性タンパク質の定量分析法」を活用し、新たな創薬研究モデルづくりを

目指すのが寺崎哲也氏。ちなみに地元プロ球団・楽天イーグルスをこよなく愛す。

「野村ノート」も“愛読書”のようだ。

「学者は噺家であるべし」を胸に 
遺伝子レベルの研究は劇的に進歩している

とはいえ、やはりタンパク質レベルの研究は

重要。ただし、ボトルネックとして、タンパ

ク質の発現量を解析する技術開発が進んでい

ないのが現状。特に、疎水性の細胞膜タンパ

ク質の取り扱いが困難で、世界の誰もがその

絶対発現量を測定する技術を開発していな

い。寺崎氏らは、特殊な環境下で疎水性タン

パク質を溶解する手法も含め、その定量分析

の技術開発に取り組み、ほぼ完成した。

薬を代謝、運ぶ、くっつける受容体、全て

の原点はタンパク質。ところが、例えば人間

の肝臓何ｇに酵素が何個ある、というのはほ

とんど知られていない。レセプターも同様で、

これら機能性タンパク質が定量的に正確に把

握できれば、現在の医薬品開発、薬物療法も

大きく変貌することになろう。癌化学療法の

大きなリスクも事前に回避することが可能に

なるかもしれない。

今後、「この新たな独自手法をテ

コに脳から全身へ、そして病態解明

とその薬物治療にまで研究を展開す

る」方針だ。そのために小腸、肝臓、

腎臓を含む全身での機能性タンパク

質の絶対発現量アトラス（地図）を、

５年以内に完成させたいという。そ

れぞれの疾患での解析を進める中

で、臨床試験の「ブラックボックス」

が解き明かされる日が来ることを期

待したい。

ところで、楽天イーグルスの話を

するときの目は、研究の話とは異な

る「煌めき」を放つ。「『野村ノート』

の中で、心を揺さぶった言葉は抜き

出し、パソコンに入れ、ちょっと元気がなく

なった時に読み返します」という。
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